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アクアパークシ・オンアクアパークシ・オン
・温　泉　　　・温　泉　　　あさ   ６時  ～ 午後11時あさ   ６時  ～ 午後11時
・室内プール　・室内プール　午前   ９時 ～ 午後10時午前   ９時 ～ 午後10時
・レストラン　・レストラン　午前11時 ～ 午後10時午前11時 ～ 午後10時
※団体予約も承っております。※団体予約も承っております。☎ 0767-32-8555

志賀千古温泉志賀千古温泉

７月31日㈰　13:00 ～ 17:00
（荒天の場合は中止）

千鳥ヶ浜 （高浜漁協横、㈱ホクモウ付近）

やっちゃ祭り杯  綱引き大会開催！
① 一般の部　20チーム
・１チーム８～ 10人とし、中学生以上から参加可能。

・試合は８人で引くこととし、選手の交代は自由。

・試合には女性２人以上の男女混合チームとする。

・女性のみ・中学生のみのチームの場合、ハンディキャッ
プとして10人までで試合を行うことができる。

・綱引き連盟などに加入の者は各チーム３人まで。

日時

場所

賞品

② 小学生の部　20チーム
・１チーム８～ 10人とし、男女の混合を問わない。

・試合は８人で引くこととし、選手の交代は自由。

・小学校３年生以下がいる場合、ハンディキャップ３年生
以下として１人に付き、３年生以下をもう１人追加で試
合にできる。ただし試合に出場できる選手は10人以下。

＊町内外に限らず、参加可能！
＊一般の部は、地区や企業、仲良しグループ、
　サークルなど、何でもかまいません。
＊全参加チームへ参加賞（スイカ１玉）を、
　熱中症対策にスポーツドリンクを１本用意！

①
一
般

②
小
学
生

優　勝･･･賞状、商品券　　　50,000円分
準優勝･･･賞状、商品券　　　20,000円分
第３位･･･賞状、商品券　　　10,000円分{
{ 優　勝･･･賞状、図書カード　50,000円分準優勝･･･賞状、図書カード　20,000円分
第３位･･･賞状、図書カード　10,000円分

問申 志賀町祭実行委員会（商工観光課内）　☎32-9341　FAX 32-3978

夏の一大
イベント！第

27
回 千鳥ヶ浜
夏の砂浜で、綱引き大会や、よさこい、太鼓、テント市など、内容盛りだくさんです！
夜は、間近で迫力の花火を楽しみましょう！皆さん、誘い合わせの上ご参加ください！

会  

場
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イラストが採用されたポスターを紹介する藤井さん

子ども読書ポスター最優秀賞を報告
志賀町立図書館の藤井裕子司書

　４月13日（水）、石川県子ども読書月間ポスターのイラス
トコンクールで最優秀賞に選ばれた志賀町立図書館の藤井
裕子司書が守田教育長に喜びを報告しました。
　イラストは、７人の子どもが泣いたり笑ったりしながら、
虹の下で読書する様子を貼り絵で描いています。初の応募
で、62点の中から選ばれました。藤井さんは、日頃から図
書館内の装飾を手掛けたり、郷土史を基にした絵本の絵を
描くなど画才を発揮し、人気を集めています。
　「本を読むことで、色々な感情が湧くことを伝えたかっ
た。この絵を見て本に親しむ子どもが増えることを願って
います」と藤井さんは話しました。

家族や施設の皆さんに囲まれ、祝福を受ける田中さん

100 歳おめでとうございます
町内で 17番目の長寿

　５月６日（金）、栢木の前田シウさんが、アイリスで100
歳を迎えました。庄田副町長が祝い状や祝い金を手渡し、
「ますます健康で長生きしてください」と激励しました。前
田さんは、「この度は、皆さんお集まりいただき、誠にあ
りがとうございます」とマイクで話し、笑顔をみせました。
　この日は、息子夫婦や、東京から孫やひ孫も駆けつけ、
たくさんの家族に囲まれて、祝福を受けていました。
　長寿の秘訣は、「粗食で腹八分目を心がけること」と答え、
家族は、「若い頃からよく動いていたことも、長寿の秘訣
では」と話しました。

13 軒がオープンガーデン
のとキリシマツツジ密集地「土田の郷」

　樹齢100年以上ののとキリシマツツジを自
宅で育てる「のとキリシマツツジ土田の郷セ
ンチュリー会」は、昨年４軒で始めたオープ
ンガーデンを今年は13軒に拡大しました。地
区の活性化を目指した取り組みで、同会では、
マップを作成し、周遊して鑑賞できるように
しました。
　能登地方には、江戸キリシマ品種群のツツ
ジが群生し、日本一の規模を誇るとされてい
ます。奥能登や稗造などにも集積しています
が、土田地区は約40軒が樹齢100年以上の古木
を所有する、のとキリシマツツジ密集地です。
　同会会長辻口さん方には、40本ののとキ
リシマツツジがあり、うち10本が樹齢100 ～

㊤土田の郷オープンガーデンで咲き誇るのとキリシマツツジ。
㊦辻口会長の家で夜のライトアップを開催。会員が集まり交流を深めた。

150年以上。辻口会長は、「何世
代も守り受け継いできたのとキ
リシマツツジは地域の宝。次
世代の人に見てもらい、後世
に残したい」と話しました。
　５月初旬から深紅の花を咲
かせたのとキリシマツツジ
を一目見ようと、オープン
ガーデンの上り旗を目印に
大勢の人が訪れました。
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世界一きれいなベンチに
みんなの手で「世界一長いベンチ」を

日本体育大学を見学
富来中３年生が修学旅行で

　４月25日（月）から27日（水）の３日間、富来
中学校３年生50人が、東京方面へ修学旅行に
行き、日本体育大学を訪問しました。
　例年までは、東京の企業見学などをしてい
ましたが、昨年５月に町と大学が体育・スポー
ツ振興協定を結んだことから、今年初めて大
学の校舎や体育施設を見学しました。
　大学では、谷釜了正学長の話しを聞いたり、
体操競技世界トップクラスの白井健三選手の
練習風景などを見学したりするなど、生徒た
ちは貴重な体験をしました。

３年１組　佐藤　航
僕は日本体育大学で白井選手
の練習を見ました。日本代表
に選ばれている人の練習を見
るという貴重な体験ができた
ことに、とても感動しました。
テレビで見る感じとは違った
白井選手の素の部分を見た
り、日本体育大学の校舎や施
設を見学することができて本
当に良かったです。

３年１組　山本　優花
私は日本体育大学の１つ１つ
の施設の大きさにとても驚き
ました。スポーツ専用のコー
トやグラウンドが備えられて
いて、迫力がすごくありまし
た。ここへの訪問は、私に
とって知らないスポーツの知
識を深めることができた、と
ても良い経験でした。ぜひま
た行ってみたいです。

３年２組　浅野　知斗
大学の広さに驚きました。色々
な施設があり、特にトレーニ
ングセンターに興奮しました。
個々に合った鍛え方ができる
と聞き、校内に１つあると便
利だなと思いました。メダリ
ストの白井選手の練習を見ら
れたことが何より嬉しかった
です。動きにすごく魅了され
ました。日本体育大学にたく
さんの魅力を感じたので、僕
も将来行きたいです。

３年１組　飯尾　耀
私は、オリンピックに出てい
る選手が普段どんな練習をし
ているのかを見ることができ
ました。一番印象に残ってい
るのは、体操の白井選手の練
習姿を見ることが出来たこと
です。私たちが見ていても白
井選手はすごく集中して練習
していて、すごいと思いまし
た。私も白井選手のような集
中力を身につけたいです。

日本体育大学を見学して・・・

日本体育大学で、谷釜了正学長（里本江出身）と記念撮影

　５月19日（木）、増穂浦海岸を望む「世界一
長いベンチ」で、ベンチの全面ペンキ塗り替え
を行いました。町観光協会と富来商工会が主
催し、富来小学校と富来中学校の児童生徒や
㈱サカモト（吹付）など、ボランティアで集まっ
た人々が参加。約130人がはけなどで、全長
460.9mのベンチに、黄土色の水性ペンキを上
塗りしました。
　「世界一長いベンチ」は、日本海に沈む夕日
を眺めることができる観光名所として、旧富
来町が1987年に整備しました。冬場の潮風に
よる劣化が激しく、この上塗り作業は３年前
から始まりました。「世界一長い」ベンチとし
ては、過去にギネスブックにも載ったことが
あり、一度に1,346人が座った記録も残ってい
ます。
　児童や生徒は、「きれいになったベンチを色
んな人に見てほしい」、「観光名所として訪れ
た人たちに楽しんでほしい」との思いで作業を
すすめていました。

黄土色のペンキで生まれ変わったベンチ
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志賀町優良特産品
SATOHAMA  MADE

志賀町おすすめの絶品はコレ！ 紹介
コーナー

太鼓好きのお菓子屋さんが作る
和太鼓モチーフのお菓子を紹介します。

紹介
する人

太鼓好きの魂がこもった和太鼓モチーフの洋風焼菓子。

問宝達菓子店　☎ 32-0113
　（高浜町ツ 41-1）
　メールアドレス :houdatu@scnet.tv

道の駅ころ柿の里旬菜館でも販売中！
（末吉新保向22-1）　☎ 32-4831

志
し か

賀疾
は や て

風太
だ い こ

鼓

販売期間 /通年　
税込価格 /1,300 円 /10 個入 箱

石川県観光連盟推奨
品。志賀町で盛んな
和太鼓をモチーフに
したバター風味の焼
き菓子。中には栗入
り黄身餡が入り、店
主が一つ一つ丁寧に
仕上げています。 寶達 清一さん　　寶達  孝子 さん夫婦

三代目：ほうだつ　せいいち 妻：ほうだつ　たかこ

profi le

二代目の父・秀平のもと、中学生から家業を手伝う。
父が若くして亡くなり、金沢のお菓子屋で修行して
から、22歳で宝達菓子店を継ぐ。趣味は太鼓。74歳。

profi le

かほく市から志賀町に嫁ぎ、菓子屋の妻として働き
50 年。以前は銀行員として勤務し、お菓子屋とい
う全く異なる職種を経験。趣味は、茶道や合唱。71歳。加工

品

寶
達 

清
一
さ
ん　

宝
達
菓
子
店
は
、
百

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
初
代
清
太
郎
、

二
代
目
秀
平
、
三
代
目
清
一
と
受
け
継
い

で
い
ま
す
。
和
菓
子
も
作
り
ま
す
が
、
私

は
洋
菓
子
職
人
な
の
で
、「
志
賀
疾
風
太

鼓
」
も
洋
風
焼
菓
子
で
す
。

　

中
学
の
時
か
ら
、
二
代
目
で
あ
る
父
・

秀
平
に
習
い
、
あ
ん
こ
を
た
い
た
り
、
配

達
を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
19
歳
の

時
、
父
が
ガ
ン
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
45

歳
で
し
た
。
父
の
死
で
家
業
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
。
母
・
き
く
ゑ
が
店
を
切
り
盛
り

す
る
間
の
２
年
間
、
金
沢
の
洋
菓
子
店
で

修
行
し
、
22
歳
で
こ
の
菓
子
店
を
継
ぎ
ま

し
た
。
２
年
後
、
妻
と
結
婚
し
、
夫
婦
で

お
菓
子
屋
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
毎
朝
４

時
半
に
起
き
て
、
二
人
で
お
菓
子
を
作
り

始
め
ま
す
。
朝
は
、い
が
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
、

え
ん
ど
う
も
ち
、
笹
も
ち
、
羊
羹
な
ど
を

作
り
、志
賀
疾
風
太
鼓
、カ
ス
テ
ラ
、ケ
ー

キ
も
順
次
作
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

志
賀
疾
風
太
鼓
は
、
約
30
年
前
に
私
が

考
案
し
た
洋
風
焼
菓
子
で
す
。
30
歳
で
青

年
団
に
入
っ
た
時
、
そ
の
仲
間
か
ら
の
紹

介
で
、地
元
太
鼓
団
体
「
志
賀
疾
風
太
鼓
」

に
入
り
ま
し
た
。
志
賀
町
は
昔
か
ら
太
鼓

が
盛
ん
で
、
私
も
太
鼓
に
夢
中
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
大
バ
イ
を
担
当
し
、
小
バ
イ

の
相
方
と
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
た
。
日

本
最
古
と
も
言
わ
れ
る
小
浜
神
社
の
県
下

太
鼓
打
競
技
大
会
に
も
出
場
し
、
大
関
を

と
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
折
、
太

鼓
仲
間
か
ら
、「
太
鼓
に
か
ら
ん
だ
お
菓

子
を
作
っ
て
く
れ
」
と
の
話
が
あ
り
、
太

鼓
の
マ
ー
ク
「
三
つ
巴
」
を
刻
印
し
た
焼

菓
子
を
作
り
ま
し
た
。
栗
入
り
の
黄
身
餡

を
生
地
で
包
み
、
木
型
に
丸
く
形
を
と
っ

て
か
ら
刻
印
を
押
し
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き

ま
す
。
焼
菓
子
の
名
前
は
、
自
分
が
所
属

す
る
「
志
賀
疾
風
太
鼓
」
の
名
前
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
包
装
紙
は
、
海
を
背
景
に

太
鼓
を
打
つ
勇
ま
し
い
姿
の
絵
柄
に
し
、

太
鼓
が
盛
ん
な
志
賀
町
ら
し
い
商
品
に
し

ま
し
た
。
石
川
県
観
光
連
盟
推
奨
品
に
も

な
り
、
長
年
、
多
く
の
注
文
を
い
た
だ
き
、

嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

結
婚
し
て
、
50
年
。
夫
婦
二
人
三
脚
で

お
菓
子
屋
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
妻
は
、

茶
道
を
や
っ
て
い
る
た
め
か
、
お
菓
子
の

味
に
は
う
る
さ
く
、
色
々
と
批
評
し
て
く

れ
、
味
の
開
発
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
孫
は
、
お

菓
子
屋
と
は
全
く
違
う

仕
事
に
就
き
ま
し
た

が
、
自
分
た
ち
が
元
気

な
限
り
は
、
店
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
菓

子
作
り
が
自
分
た
ち
の

元
気
の
源
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。


